
アルコニックスグループの価値創造の源泉=「人財」
成長ギアを上げるための多様性確保

あり、その中には当然サクセッション
プランなども含まれています。

菊間  従業員が自律的に成長していく
環境を構築していくためには、従業員
一人ひとりが主体的に課題を発見し、
解決する能力を培っていくことが大切
です。3つの「K」をはじめとする当社グ
ループの人財戦略は、企業の持続的な
成長において、とても有用なことだと思
います。特に従業員の皆さんに社外で
学ぶ機会を提供することは、個人の成

長だけでなく、自社を俯瞰して見ること
で今までになかった視点でのイノベー
ション創出や事業拡大につながるので
はないでしょうか。これまで社外取締役
として当社グループの人財を見てきた
印象としては、経営陣は個性的な方が
多い一方で、従業員の皆さんはよく言
えばスマートですが、少し控えめな印象
を受けます。ただ、私がまだお会いでき
ていないだけかもしれませんので、創
業者*のバイタリティを上回るような逸
材がいることを密かに期待しています。
* 初代社長である 故 正木英逸氏

けて、職場環境の整備や挑戦できる
機会の提供に取り組んできました。人
的資本の価値最大化に向けて重視し
ているのが、3つの「K」です。これは、
給与、教育、機会の3つで構成されて
おり、私がコーポレート部門の管掌役
員に就任した2017年より意識的に改
善に取り組んできました。その甲斐
あってか将来の当社グループを牽引
するような有望な人財が増えてきてい
ます。人財戦略と制度を継続的に見
直し、改善を図っていくことが重要で

 
1.

人が育つ環境を構築するために 
取り組んできた3つの「K」

手代木  商社流通業を祖業とする当
社は、「人財」をマテリアリティの最優
先項目に位置づけ、人的資本の強化
を重視してきました。私はCEOとして、
長期にわたり当社グループで働くこと
ができるよう、従業員一人ひとりにとっ
て働きやすく楽しい職場の実現に向

今津  確かに少し控えめな印象はあり
ますが、私が直接お会いしてきた従業
員の皆さんの中にはエネルギッシュで
主体的、良い意味で野心を持っている
方も多く、根気強さも感じました。会社
としては、年々規模が拡大しています
が、従業員との面談は引き続き積極
的に行い、直接声を聞く機会を大切に
してほしいです。また、気候変動や国
際情勢など、予測の難しさが加速して
いますので、時代の流れや変化を踏ま
えて、最適な人事施策を常に検討して

アルコニックスグループは、「人財」をマテリアリティの最優先項目に位置づけており、

コーポレートスローガン「夢みた未来を描く」を実現していくためには、従業員一人ひとりの成長が必要不可欠です。

ここでは、人財育成におけるこれまでの取り組みや今後の方針、従業員への期待などについて、代表取締役CEO

の手代木と当社の社外取締役である菊間取締役、今津取締役に話を聞きました。
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今津  多様性の確保という意味では、
アルコニックス本社における取締役の
女性比率は20%を超えていますが、全
員が社外取締役です。今後、女性従業
員の管理職が増えていくことで、経営
層に近い所で活躍する機会が増え、組
織・事業、そして会社のレジリエンスが
高まると思います。特に当社のグループ
会社は地方の比較的規模の小さな企
業であることが多く、本社がダイバーシ
ティのお手本としてグループを牽引して
いかなければなりません。そのために
も、総務・人事部だけではなく、経営陣
が率先して対応すべき経営課題である
という認識を高めていくべきです。

 
3.

成長のギアを上げるために 
検討すべき今後の課題

手代木  これまでグループ・ガバナンス
を高めるべく、内部統制の強化を進め
てきましたが、これからは成長に向けて
ギアをもう一段上げなければなりま
せん。管理職層の女性比率が向上す
ることで、これまでとは違った意見や気
づきがもたらされるなど、新たな風を吹
き込むことがメリットとして考えられま
す。結果として、社員のモチベーション
が向上し、人財の定着率が高まり、対
外的な評価の向上につながると、私を
はじめ経営陣は認識しています。女性
管理職比率は2022年度まで3%台を
推移していましたが、2023年度は6.4%
（前年度比+2.7%）に上昇しており、少
しずつではありますが、多様性確保に
向けて着実に前進しています。ただ、グ
ループ全体に行き届いているかと言わ
れると、道半ばの認識です。

いかなければなりません。手代木社長
の目指す企業像を実現し、価値創造を
図っていくには、競争力のある給与水
準を維持するだけでなく、従業員にとっ
てやりがいや成長を感じられる職場で
あることが非常に大切です。金銭だけ
で人をつなぎとめるのではなく、従業
員一人ひとりの人生を豊かにするよう
な成長性の高い事業を展開していくと
いう考えが3つの「K」に表れていると
思います。

手代木  当社の企業価値を向上させる
ためには、多様な人財に当社の事業を
通じて、仕事を好きになってもらうこと
が重要だと考えます。そのために、会
社としては従業員がのびのびと働ける
環境づくりを多方面から行っています。
例えば、当社の場合は勤務形態の柔軟
性を高め多様な働き方が選べるよう、育
児・介護両立支援を導入しました。

菊間  取締役会では、当社グループが
取り組むべき課題は何か、議論を重ね
ています。当社独自の育児・介護の支
援制度を推進してきた一方で、育児や
介護による休業期間が長くなることに
より、その分同じ部署の他の従業員の
負担が増えるのも事実です。だからこ
そ、全ての従業員が自分事としてこうし
た議論に参加できるようになればいい
なと考えています。誰かが我慢するの
ではなく、「お互い様」の気持ちで、気
持ちよく働ける職場づくりは一朝一夕
で実現するものではありません。会社
と従業員の間で繰り返し対話し、議論
を深めてほしいと思います。従業員の
皆さんには、たゆまぬ向上心、好奇心、
共感力を大切にしつつ、自分の中の常
識を疑う心や全ての意見に耳を傾ける
オープンマインドで日々の仕事に挑戦
していただきたいです。

今津  私自身、これまでの職業人生の
中で、岐路に立った時や迷いが生じた
際、相談に乗ってくれたり、叱咤激励し
たりしながら強力に支えてくれた周囲
の方々の存在はとても大きかったです。
当社では制度的な支援だけでなく、パ
パママ座談会等、同じ悩みを持つ人同
士の支え合いの支援も積極的に進め
ており、非常に良い取り組みだと感じ
ています。一方で、菊間取締役の仰る
通り、育児や介護の当事者である従業
員だけでなく、そうした方々をカバーす
る従業員に対するサポートも考えてい
かなければなりません。これまで弁護
士として人事労務問題を数多く扱って
きた経験や自分自身のこれまでの歩み
を踏まえて、これからも取締役会で積
極的に提言していきたいと思います。

　その結果、男性社員の育休（特別パ
パ育休）取得率は100%を達成してい
ます。積極的な育児参画を促すことで、
性別を問わず活躍できる風土醸成を
目指しています。

菊間  独自の両立支援制度を導入し
たことは非常に素晴らしい取り組みだ
と思います。縁があって当社で働く従
業員の皆さんがアルコニックスに入社
してよかったと感じ、幸せな職業人生を
送ってほしいという想いは、取締役全
員の共通認識です。取締役会では、従
業員が働くことに誇りを持ち、職場や
仲間を大切に思える会社とするために
会社の従業員への本気度をどのように
示していくべきか、議論を重ねています。
グループ会社を含め、従業員の皆さん
は、労働環境において困りごとや改善
提案があれば積極的に声を上げてい
ただきたいです。その声が実は多くの
従業員の声を代弁するものかもしれま
せん。

 
2.

中期経営計画2024における 
人財戦略のポイント

手代木  中期経営計画2024では、当
社グループにとって必要な人財のスキ
ルを特定し、そのスキルを獲得・発揮
するために会社として提供する機会を
示すなど、これまでの人財戦略からさ
らに踏み込んだものとなるようにしてい
ます。エンゲージメントを向上させ、
DE&Iの推進や自律的なキャリア開発
を促進し、ウェルビーイングを実現する
といった、持続的な好循環を目指して
ゆきます。そして、誰もが安心して働き

手代木  当社の夢みた未来に向けて
新たな挑戦を続けるためには、当社グ
ループに必要な人財の「軸」が指針と
なります。中期経営計画2024では、そ
の軸を明文化することができました。
事業戦略としてはシナジーの創出に向
けて、グループ会社同士を真の意味で
融合させなければなりません。そのキー
となるのが多様性の確保です。菊間取
締役、今津取締役をはじめとする社外
取締役の皆さまには、今後も変わらず
忌憚ないご意見をお聞かせいただけ
ればと思います。経営に社外の声を反
映し、全てのステークホルダーの皆さま
のご期待に応え、企業価値創造を目指
してゆきます。

続けられるよう、仕事と家庭の両立を
支援していきたいと考えています。特に
女性活躍は当社グループの多様性の
確保に向けて取り組むべき課題の一つ
です。アルコニックス単体の新卒採用
では男女比1：1を基本姿勢とし、これ
まで以上に性別にとらわれることのな
い採用活動を進めています。

菊間  手代木社長の仰る通り、性別や
年齢、国籍などに関係なく、全ての従
業員が活躍できる会社になることは、
当社グループの持続的な成長には必
須だと思います。従業員一人ひとりに
はそれぞれ個性がありますが、真の意
味での多様性を実現していくためには、
誰もが議論に参加できる土壌を醸成し
ていくことが欠かせません。その一歩
として、まずは男女の比率を同等にする
という目標に向けて、歩みを進めてい
くことが大切だと考えます。

今津 幸子
社外取締役 
2022年6月 当社社外取締役に就任
任期3年目

手代木 洋
代表取締役 社長執行役員CEO

菊間 千乃
社外取締役

2020年6月 当社社外取締役に就任
任期5年目

S P E C I A L  
F E A T U R E
C E O×女性社外取締役鼎談

SECTION 01.  SECTION 02.  SECTION 03.  SECTION 04.  SECTION 05.

52 53アルコニックス株式会社　統合報告書 2024 アルコニックス株式会社　統合報告書 2024

夢を実現する基盤

SECTION 05.




